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須坂市立小山小学校  

「栃の木のように 深く根を張り 幹太く 枝葉豊かな人」（ １ 月 ９ 日 始 業 式  校 長 先 生 の お 話 よ り ）  

明けましておめでとうございます。  

はじめに、１月１日に令和６年能登半島地震が発生しました。須坂市も揺れましたね。

幸い被害はありませんでしたが、能登半島では、甚大な被害が出ました。学校も避難所

になり、三学期が始まらない所もあります。多くの方が亡くなっています。亡くなられ

た方のご冥福をお祈りし、被害を受けられた皆様に謹んでお見舞い申し上げるとともに、

迅速な人命救助と被災地域の一日も早い復旧をみんなで願いたいと思います。小山小学

校でできることがあれば、考えていきましょう。  

 

  さて、二学期の終業式で「お正月は、自分が自

分の原点に立ち帰る月。つまり、自分が自分にな

る月、それが正月です」というお話をしました。

覚えていますか。 

  今年は辰年です。辰年は陽の気が動いて万物が

振動するので、活力旺盛になって大きく成長し、

形がととのう年だといわれています。また、たつ

（竜、龍）は十二支の中で唯一空想上の生き物で、

権力や隆盛の象徴であることから、出世や権力に

大きく関わる年といわれています。  

校長先生は、小山小学校のすべてのお友だちの飛躍を願っています。そこで、小山小

学校が活気に溢れ、みなさんが大きく成長し、心も体も整っていくことを願って、今日

はお話をします。 

 

みなさんは、新年の目標をきめましたか。  

これは、アメリカの心理学者 ウィリアム・ジェームズという人の言葉です。  
 

行動：何らかの目的のため  

      に積極的にことを行 

      うこと 

習慣：長い間繰り返し行う  

      うちに、そうするの 

      がきまりのようにな 

      ったこと 

人格：人柄など、その人の 

      人としてのあり方 

運命：人の意思や想いをこ  

      えて人に幸せを与え 

   る力 
 

新しい目標がきまり、自分自身を良い方向に変えるためには、小さな心がけや日々の

行動から始めるとよいですね。 



三学期（48 日間）は、新しい出発をする準備の学期です。  

６年生は小山小学校を卒業し中学校進学に向けて、２･４年生は進級とともにクラス替

えに向けて準備をします。１･３･５年生はひとつ上の学年への進級、特に５年生は学校

のリーダーとなるための準備となります。みなさんなら必ずできるはずです。  

 

 では、新しい出発のために、

なにをすればよいのでしょう

か。 

 まずは、４月からの成長をふ

りかえりましょう。自分ががん

ばったことやできるようになっ

たことを自覚できるようになる

と、自信になると思います。  

 次に、お世話になった人やも

のに感謝をしましょう。 

 最後に、今まで以上に今を大

事にしましょう。今を大切にで

きない人は、将来も大切にでき

ません。 

 この３つのことを心がけて、すてきな三学期終業式・卒業式を迎えましょう。  
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＜保護者･地域の皆様へ＞ 

三学期が始まりました。2024 年もよろしくお願いいたします。  

小山小学校の卒業生である北村 宏司（きたむら ひろし）騎手より 150 周年をお祝いす

る色紙をいただきました。PTA 会長の垂澤様の同級生です。  

北村騎手は、令和５年 12 月にアスコリピチェーノに騎乗して優勝し、GⅠ４勝目をあげ

ました。2015 年にキタサンブラックに騎乗し、菊花賞を制したこともあります。 

職員室前の棚に展示してありますので、ご来校の際は、ぜひご覧ください。  


